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朝里にヒ素・カドミウムなどのトンネル掘削土を
入れさせず地域の環境と水を守る会
ホームページ
http://asarinomizu.cranky.jp/
事務局：〒047-0151
小樽市朝里 4丁目６番２２号　高野方
電話：０１３４－５４－９３２１

署名運動にご協力ください
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掘削土に含まれる毒物

ヒ素・カドミウム・六価クロム・水銀
セレン・鉛・フッ素・ホウ酸
特にヒ素は空気に触れると
青酸カリと同等以上の毒性を持ちます

ヒ素は地下深くに広く分布しており、土壌から
溶け出して水や空気に反応すると猛毒に変わり
ます。農薬や殺虫剤にも多く使用され、成人の
致死量はわずか水2滴分と言われています。

ヒ素混入事件としてヒ素ミルク事件（1955年）
足尾鉱毒事件・土呂久鉱物事件（1962年）
和歌山カレー事件（1988年）

自然由来のヒ素汚染による健康被害はバングラデシュ
インドのベンガル地方をはじめ中国・タイ・メキシコ
ネパール等世界各地で深刻な問題になっています。
これらは数年から数十年の潜伏期間を経て頭痛・貧血
皮膚の異常・癌・白血病・ DNA損傷など様々な症状
を引き起こすことが知られています

カドミウムは鉱山や鉱床に高濃度に含まれ、中毒
の事例として有名なのがイタイイタイ病です。
長年にわたり摂取すると慢性の倦怠感・腎機能
障害・骨や関節の痛み・貧血といった症状を引
き起こします。

これらの症状は長期間の潜伏によるものが
多く中毒の原因物質を特定するのに時間が
掛かる為、水道水が原因となっても誰も責
任を問われず私達個人の責任として押し付
けられることが予想されます


